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  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 
 

承認します ・ 承認しません。 
 
本校のいじめ防止に関する実践 
 
①学校スローガンの作成（１学期） 

  

 

 

 

 

②全校遠足（１学期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③奥小子どもまつり（１学期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４年生以上の各学級から意見を集め、代表委員会

で話し合い、今年度の学校スローガン「元気にあい

さつ だれとでもなかよく 笑顔いっぱい 奥富っ

子」を作成しました。 

５月１８日（水）に、３年ぶりの全校遠足を実施しました。縦割りグループで、上奥富運動公園

まで歩いて行き、グループごとに遊んだ後、お弁当を食べました。当日は暑いぐらいの晴天に恵ま

れました。６年生にとってはグループリーダーとしての初仕事でしたが、下級生を思いやり、歩く

ペースを合わせたり、優しく声をかけたりする姿が見られました。 

「奥小子どもまつり」を７月９日（土）に実施しました。「みんななかよく あいさつをし、安

全で楽しい子どもまつりにしよう」のスローガンのもと、感染対策を講じながらグループごとに協

力して準備を進めました。当日は、上級生と下級生がペアを組み、なかよくお店を回る様子も見ら

れました。子供たちが楽しそうに活動する様子を見守る保護者の方にも笑顔が見られ、温かい雰囲

気の中、笑顔あふれる一日となりました。 



④なかよしタイム（２・３学期） 

 
 
 
 
⑤異学年交流会（２学期） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥あいさつキャンペーン（３学期） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６年生のリーダーが中心となって遊びを企画し、縦割りグループでの外遊びを実施しました。遊

び方を工夫し、みんながルールを守って、おたがいを思いやりながら遊ぶ姿や笑顔がたくさん見ら

れました。 

今年度は、運動会をはじめ、どの学年学級でも様々な行事や活動を行うことができました。２学

期も後半に入り、代表委員会では、奥富小をさらにパワーアップさせるために、今年度の学校スロ

ーガンの達成状況について振り返りました。 

（現状）「同じ学年や仲が良い人には元気にあいさつができるけれど、他のクラスの先生や登校班

の人には自分から元気にあいさつできている人は少ない。」「同じクラス、同じ学年の人など、決ま

った人としか仲良くしていない。」 

（解決方法）「ふだんあまり接したことがない学年の人と遊ぶことで、新しい友達を増やし、自分

からあいさつできる人を増やしたい。」 

 そこで、代表委員の児童が遊びを計画し、業間休みに、２学年２回ずつの異学年同士の遊びを実

施しました。すぐに結果に結びつくとは限りませんが、「楽しかった。」「またやりたい。」という声

がたくさん聞かれました。 

１月の生活目標は、「明るいあいさつ、元気な返事をしよう」です。そこで、代表委員が「あい

さつレンジャー」となって、あいさつを啓発する動画を作成し、始業式の日に全学級で視聴しまし

た。さらに、２月からは週２回の朝運動の時間に校庭であいさつを呼び掛ける「あいさつキャンペ

ーンを」を実施しています。今後も、児童が主体となって、みんなが笑顔で過ごせる奥富小を作る

取り組みを行っていきます。 


